
学
校
教
育
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
厚
生
労
働
省
関
係
省
令
の
整
理
に
関
す
る
省
令

（
労
働
施
策
の
総
合
的
な
推
進
並
び
に
労
働
者
の
雇
用
の
安
定
及
び
職
業
生
活
の
充
実
等
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
の
一
部
改
正
）

第
一
条

労
働
施
策
の
総
合
的
な
推
進
並
び
に
労
働
者
の
雇
用
の
安
定
及
び
職
業
生
活
の
充
実
等
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
（
昭
和
四
十
一
年
労
働
省
令
第
二
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
表
の
よ
う
に
改
正
す
る
。（

傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

後

改

正

前

（
中
途
採
用
に
関
す
る
情
報
の
公
表
）

（
中
途
採
用
に
関
す
る
情
報
の
公
表
）

第
九
条
の
二

（
略
）

第
九
条
の
二

（
略
）

２
・
３

（
略
）

２
・
３

（
略
）

４

法
第
二
十
七
条
の
二
第
一
項
の
そ
の
他
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
者
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

４

法
第
二
十
七
条
の
二
第
一
項
の
そ
の
他
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
者
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一

（
略
）

一

（
略
）

二

次
に
掲
げ
る
者
で
あ
つ
て
、
学
校
の
生
徒
若
し
く
は
学
生
又
は
専
修
学
校
の
生
徒
等
（
学
校
教
育
法
第
百

二
十
八
条
第
一
号
に
規
定
す
る
生
徒
等
を
い
う
。）で
あ
つ
て
卒
業
す
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
る
者
及
び
前
号
に

掲
げ
る
者
に
準
ず
る
も
の

二

次
に
掲
げ
る
者
で
あ
つ
て
、
学
校
の
生
徒
若
し
く
は
学
生
又
は
専
修
学
校
の
生
徒
で
あ
つ
て
卒
業
す
る
こ

と
が
見
込
ま
れ
る
者
及
び
前
号
に
掲
げ
る
者
に
準
ず
る
も
の

イ
〜
ニ

（
略
）

イ
〜
ニ

（
略
）

（
職
業
能
力
開
発
促
進
法
施
行
規
則
の
一
部
改
正
）

第
二
条

職
業
能
力
開
発
促
進
法
施
行
規
則
（
昭
和
四
十
四
年
労
働
省
令
第
二
十
四
号
）
の
一
部
を
次
の
表
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

後

改

正

前

（
編
入
等
の
場
合
に
お
け
る
訓
練
の
実
施
方
法
）

（
編
入
等
の
場
合
に
お
け
る
訓
練
の
実
施
方
法
）

第
二
十
一
条

（
略
）

第
二
十
一
条

（
略
）

２
〜
４

（
略
）

２
〜
４

（
略
）

５

公
共
職
業
能
力
開
発
施
設
の
長
は
、
学
校
教
育
法
に
よ
る
大
学
、
高
等
専
門
学
校
、
高
等
学
校
、
中
等
教
育

学
校
の
後
期
課
程
又
は
専
修
学
校
そ
の
他
こ
れ
ら
に
準
ず
る
教
育
施
設
に
お
い
て
学
科
の
科
目
（
専
修
学
校
に

つ
い
て
は
、
当
該
専
修
学
校
が
行
う
高
等
課
程
若
し
く
は
専
門
課
程
又
は
専
攻
科
の
学
科
の
科
目
に
限
る
。
以

下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。）を
修
め
た
者
に
対
し
て
職
業
訓
練
を
行
う
場
合
に
は
、
そ
の
者
が
修
め
た
学
科
の

科
目
（
当
該
職
業
訓
練
の
教
科
の
科
目
に
相
当
す
る
も
の
に
限
る
。）に
応
じ
て
、
当
該
職
業
訓
練
の
教
科
の
科

目
を
省
略
し
、
並
び
に
訓
練
期
間
及
び
訓
練
時
間
を
短
縮
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

５

公
共
職
業
能
力
開
発
施
設
の
長
は
、
学
校
教
育
法
に
よ
る
大
学
、
高
等
専
門
学
校
、
高
等
学
校
、
中
等
教
育

学
校
の
後
期
課
程
又
は
専
修
学
校
そ
の
他
こ
れ
ら
に
準
ず
る
教
育
施
設
に
お
い
て
学
科
の
科
目
（
専
修
学
校
に

つ
い
て
は
、
当
該
専
修
学
校
が
行
う
専
門
課
程
又
は
高
等
課
程
の
学
科
の
科
目
に
限
る
。
以
下
こ
の
項
に
お
い

て
同
じ
。）を
修
め
た
者
に
対
し
て
職
業
訓
練
を
行
う
場
合
に
は
、
そ
の
者
が
修
め
た
学
科
の
科
目
（
当
該
職
業

訓
練
の
教
科
の
科
目
に
相
当
す
る
も
の
に
限
る
。）に
応
じ
て
、
当
該
職
業
訓
練
の
教
科
の
科
目
を
省
略
し
、
並

び
に
訓
練
期
間
及
び
訓
練
時
間
を
短
縮
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

６

（
略
）

６

（
略
）

（
一
級
の
技
能
検
定
の
受
検
資
格
）

（
一
級
の
技
能
検
定
の
受
検
資
格
）

第
六
十
四
条
の
二

（
略
）

第
六
十
四
条
の
二

（
略
）

２

法
第
四
十
五
条
第
二
号
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
実
務
の
経
験
を
有
す
る
者
は
、
一
級
の
技
能
検
定
に
つ

い
て
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
と
す
る
。

２

法
第
四
十
五
条
第
二
号
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
実
務
の
経
験
を
有
す
る
者
は
、
一
級
の
技
能
検
定
に
つ

い
て
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
と
す
る
。

一
〜
五

（
略
）

一
〜
五

（
略
）

令和年月日 火曜日 (号外第号)官 報
〇
厚
生
労
働
省
令
第
五
十
一
号

学
校
教
育
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
令
和
六
年
法
律
第
五
十
号
）
の
施
行
に
伴
い
、
関
係
法
令
の
規
定
に
基
づ
き
、
学
校
教
育
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
厚
生
労
働
省
関
係
省
令
の
整
理
に
関
す
る
省
令
を
次
の
よ
う

に
定
め
る
。

令
和
八
年
三
月
三
十
一
日

厚
生
労
働
大
臣

上
野
賢
一
郎


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